
このたび、子ども農山漁村交流の取組の拡大、定着に向けて、新たに取組を考える団
体等をはじめ、さらに進展を考えている団体等の皆様へ、特別講演や優れた取組事例の
発表をもとに、学校と地域が協働で取り組む重要性、課題解決の方向性を考える機会の
ほか、関係者のネットワークを形成するセミナーを開催します。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

◎講演テーマ

「体験活動の果たす役割と教育的意義

学校側と受入側の協働による取組への期待」

国立山口徳地青少年自然の家 所長 小林真一 氏

（文部科学省委託事業「小学校における宿泊体験の

意義の高め方に係る調査・検証委員会」委員長）

●送り側 … 東成瀬村立東成瀬小学校
●受入側 … にかほグリーン・ツーリズム推進協議会

■開催日 201７年1１月１日（水）

■時 間 13:00～16:50（開場 12:30）

■参加費等 無料（定員７０名）

一般の方も、ぜひ、
ご参加ください！

過去のセミナー
参加者の声

●子どもに学ばせるべき内容と指導方法の工
夫について参考になった。（受入関係者）

●行政、学校、地域それぞれの立場から宿泊
体験活動の課題と成果について考える機会
となった。（コーディネーター）

●活動の意義や呼びかけ方など実際に
活動している方の話を聞くことが出来て

大変参考になった。（自治体職員）

（秋田県秋田市山王４－２－１２）

▶アクセス ・ＪＲ秋田駅よりバス、山王線「県庁・市役所前」下車 徒歩３分
・ＪＲ秋田駅より車で１０分
（ルポールみずほ）http://www.leportmizuho.jp/access/

※定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

特別
講演

事例
紹介

■主催／総務省・内閣官房・文部科学省・農林水産省・環境省 ■後援／秋田県、秋田県教育委員会

■対象者 行政職員、学校教職員、教育委員会、PTA・NPO関係者、
受入地域団体、教育や地域づくりに関心のある方 等

ルポールみずほ「ふようの間」■会 場

子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー



《 プ ロ グ ラ ム 》

13:00 開会･挨拶 総務省、秋田県

13:10 特別講演「体験活動の果たす役割と教育的意義
～学校側と受入側の協働による取組への期待～」
国立山口徳地青少年自然の家 所長 小林 真一 氏

14:10 事例紹介
○送り側：東成瀬村立東成瀬小学校の取組
東成瀬村立東成瀬小学校 教諭 佐々木 雅子 氏

○受入側：にかほグリーン・ツーリズム推進協議会の取組
にかほグリーン・ツーリズム推進協議会 会長 齋藤 進 氏

(休憩)

15:20 パネルディスカッション
「子ども達のために！農山漁村の未来のために！
学校と地域協働による農山漁村での宿泊体験活動の可能性」
パネリスト 国立山口徳地青少年自然の家 所長 小林 真一 氏

東成瀬村立東成瀬小学校 教諭 佐々木 雅子 氏
にかほグリーン・ツーリズム推進協議会 会長 齋藤 進 氏

16:20 国の施策説明 総務省、文部科学省、農林水産省、環境省

16:50 閉会
※諸事情によって演題等を変更する場合があります。あらかじめ御了承下さい。

■「東成瀬村立東成瀬小学校」の取組

◎特別講演 講師プロフィール

国立山口徳地青少年自然の家 所長
こばやし しんいち

小林 真一 氏

お申し込み方法 ※ 平成２９年１０月２７日（金）までにお申し込みください。

★☆以下の申込表に必要事項を記入いただき、メール・ＦＡＸ等でお申込みください。☆★

フリガナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連 絡 先
電 話

連 絡 先
メ ー ル

フリガナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連 絡 先
電 話

連 絡 先
メ ー ル

※書き込みきれない場合は、別紙に「氏名・都道府県名・市区町村名・所属・連絡先」をご記入いただきお申し込み下さい。
※今回いただきました参加者の個人情報は、当事業の運営及び参加者へのご案内・お問合せ以外には使用いたしません。

■「にかほグリーン・ツーリズム推
進協議会」の取組

【 お申し込み・お問合せ先 】（一財）都市農山漁村交流活性化機構［愛称：まちむら交流きこう］
（〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町４５神田金子ビル５階）

Mail：kodomo@kouryu.or.jp FAX：０３（５２５６）５２１１
お問い合わせ先：TEL：０３（４３３５）１９８７ 担当：清水、花垣、間弓、畠山

東成瀬村立東成瀬小学校では、平成
２４年度から５年生を対象に「白神宿泊
体験学習」を行っています。八峰町内を
２泊３日の日程で、海での活動や里山散
策を体験し、白神の自然と触れ合い、そ
こに暮らす人々の生活の工夫や努力など
を知り、自分の地域との違いや共通点を
考えるよい機会となりました。地域を離
れた活動の中で、自分のふるさとのよさ
を再認識することもできました。

■専門分野：青少年教育，青少年の体験活動，生涯学習
（教育学修士，社会教育主事，中学校・高等学校教員免許状）

■職歴・経歴：昭和57年、千葉県公立中学校採用、平成7年、国立磐梯青年交流の家専門職員（千葉県から
出向）、平成10年、国立オリンピック記念青少年総合センター専門職員（文部省に転籍）、
平成15年、国立山口徳地少年自然の家事業課長、平成19年、独立行政法人国立青少年教育振
興機構教育事業部企画推進課長、平成28年度、同国立山口徳地青少年自然の家所長、文部科
学省委託事業「小学校における宿泊体験の意義の高め方に係る調査・検証委員会」委員長

平成２２年６月に協議会を設立し、東
京都港区の児童を受入れしての「いなか
体験inにかほ」を主体とした活動をして
います。横岡地区へ民泊し、２泊３日の
日程で農作業や蕎麦打ち、湿原散策など
普段経験できない体験をしていただき、
にかほ市の魅力を伝えるとともに、農村
の暮らしに触れることで豊かな発想を生
む一助となるよう取組んでいます。


